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研究成果の概要（和文）：研究期間全体を通じての研究の成果は、単著『国家と対峙するイスラーム　マレーシ
アにおけるイスラーム法学の展開』（作品社）および他の著書、論文にまとめられ、刊行された。これらの研究
成果は、マレー語やアラビア語の膨大な一次資料の分析と長年に渡る現地調査に基づいており、東南アジアのイ
スラームに関する研究への大きな寄与である。今後の研究に結びつく現地調査も行われた。これらの研究は、東
南アジアのイスラーム、中東と東南アジアの間のイスラームについての知的交流に関するこれまでの研究が、着
実な成果を挙げたことを示しており、さらには今後もこの分野での研究をさらに発展させうることを示してい
る。

研究成果の概要（英文）：The achievements of the research were published as a single author book, 
four co-author books, and three articles in academic journals with refereeing. These publications 
are based on analysis of Islamic literatures in Malay and Arabic including Islamic law texts and 
fatwas, and also field researches in Malaysia, Indonesia, and India.These researches contributed for
 the study on Islamic intellectual interaction between the Middle East, South Asia, and Southeast 
Asia.The study is also a spring board for the further development of the field in the future.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
東南アジアではシャーフィイー派が支配的
であるといわれつつ、なぜ支配的となったの
か、シャーフィイー派といっても他のシャー
フィイー派が支配的である地域と比してど
のような特徴があるのか、という研究は極め
て限られている。本研究は、先行研究では十
分にカヴァーされていないウラマーのネッ
トワークを件有することで、東南アジアにお
けるイスラーム像の新たな一側面を示す。 
  
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、19 世紀の終わりから 20 世
紀の終わりにかけて、東南アジアのウラマー
が中東や南アジアにおける学びの中心地を
つなぐネットワークを構築し、近現代の東南
アジアでムスリムが直面した諸問題に対処
するべくイスラーム法学の受容と展開を進
めていった経緯を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
 
アラビア半島のマッカ、エジプトのカイロ、
南アジアのデーオバンドという三つの中心
地と東南アジアの関係に焦点を当てる。これ
らの中心地と東南アジアをつなぐウラマー
のネットワークの研究を通して、東南アジア
のムスリムが海外にある学びの中心地を拠
点にして、近代国家の統制からは自律的なイ
スラーム法学の展開を実現してきた経緯を
明らかにする。本研究では、中東や南アジア
にある学びの中心地を拠点とするネットワ
ークの変遷をアラビア語やジャウィの資料 
を用いて克明に調査する。 
 
４．研究成果 
 
 研究期間全体を通じての研究の成果は、単
著『国家と対峙するイスラーム マレーシア
におけるイスラーム法学の展開』（作品社）
および他の著書、論文にまとめられ、刊行さ
れた。これらの研究成果は、マレー語やアラ
ビア語の膨大な一次資料の分析と長年に渡
る現地調査に基づく意義深い研究であり、東
南アジアのイスラームに関する研究への大
きな寄与である。同時に、他にも国内国外で
の研究発表が続けられ、今後の研究に結びつ
く現地調査も引き続き行われた。これまでの
研究は、東南アジアのイスラーム、中東と東
南アジアの間のイスラームについての知的
交流に関するこれまでの研究が、着実な成果
を挙げたことを示しており、さらには今後も
この分野での研究をさらに発展させうるこ
とを示している。 
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